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◆飛騨市学園構想とは？

　「飛騨市学園構想」の取り組みも５

年目を迎えました。「飛騨市学園構想」

は、社会・地域総がかりで、予測困難

な時代を生きる子どもたちに「幸せ

な人生と持続可能な社会の創り手と

なる力」を育むことを目的とする地

域教育魅力化プロジェクトです。

　目指す未来の創り手像を「志を語

り合いしなやかに挑み続ける飛騨び

と」、創りたい地域像を「みんなで育

て みんなが育つ 魅力あるまち」と

して、取り組んできました。

◆今年度の取り組み

　本年度は、「防災教育」について重

点的に取り組みます。自分の命を守

ること、他の人の命を大切にするこ

とを児童生徒が自分たちで考え、地

域の皆さんと共に取り組み、災害に

備えて命を守る課題解決の学びを進

めていきたいと考えています。防災

や被災後の課題解決は、地域全体の

課題です。そのため、共に取り組む

必然性があり、探究や学びの深まり

を共有できる良さがあります。「防

災教育」に取り組むことは「みんな

で育て みんなが育つ 魅力あるま

ち」に直結するものと期待していま

す。

　地域の皆さんのご理解、協働をよ

ろしくお願いいたします。

　　　飛騨市教育長　下出　尚弘

学校教育課 0577-73-7494

環境課 0577-73-7482

飛騨市学園構想ビジョンと下出教育長

昨年の防災タウンウォッチングの様子

ハザードマップで公衆電話や避難所等

を確認しているところ

㊴

今年度の飛騨市学園構想
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　「おひとりさま」と一口に言って

も、その状況は様々です。生涯独身

の人、配偶者と何らかの理由で別れ

た人、一緒に暮らす子どもやきょう

だい等の親族がいない人…。また、

親族がいても、その人が高齢であっ

たり認知症等の病気を発症していた

りして、頼れる人が身近にいないと

いう人も当てはまります。

　「おひとりさま」は、自分に何か

あった時や歳を重ねることで、多く

の困りごとが起こってきます。

　例えば、突然の病気やケガなどで

の入院や一人での生活が難しくなっ

た時のお金の管理など、さまざまな

ことがままならなくなります。

　また、自分の死後においても葬儀

や納骨、公的手続の届出、契約料金

の解約、家財の処分などを誰がやる

のか、誰に頼むのかということも考

えておかなければいけません。

　終活は残された家族のために行う

というイメージが強いようですが、

一人で生活している人だからこそ、

ぜひ取り組んでいただきたいことな

のです。

　まずは、終活の入り口である『エ

ンディングノート』を書いてみましょ

う。ノートを書くと課題も見えてき

ますし、書いた内容を自分が万一の

時に誰かに伝えることもできます。

　また、近しい親族がいなければ、

あらかじめ信頼できる人と任意後見

契約を結ぶという方法もあります。

　助けが必要なとき、困った時は誰

かに相談してみてください。あなた

は決してひとりではありません。

問　　飛騨市終活支援センター

　　　（飛騨市社会福祉協議会内）

0577-73-3214

ご希望があれば、自宅訪問での終

活相談もお受けします。お気軽に

お問い合せください。

お申し込みは下記まで

■７月７日（日）　13:30 ～ 15:00

■神岡町ふれあいセンター

■定員25名

※参加者にはエンディングノー

　ト・終活ガイドブックを進呈

（生前準備と後見）

７月の終活セミナー

『おひとりさまに必要な終活とは』

おひとりさまの終活

はじめませんか？

そろそろ
終活

＜その51＞

はしかの唯一の予防は
ワクチン接種です

～１歳になったら麻疹風疹混合（MR）ワクチンを接種しましょう～

連載の庭

　はしかの感染者が国内で2024年４

月３日現在、すでに21例が確認され

ています。はしかは「麻疹(まし

ん)」ともよばれ、ウイルスにより感

染します。感染力が極めて強く、飛

沫や接触による感染だけでなく、空

気感染も起きます。手洗いやマスク

では防げません。免疫がない場合、

感染者と同じ室内にいただけでほぼ

確実に感染するといわれています。

感染者１人あたりが免疫を持たない

人にうつす割合はインフルエンザが

２～３人に対し、麻疹は約12～14人

です。感染すると30％の方に何らか

の合併症がでて、その半数は肺炎で

す。合併症による死因で多いのは肺

炎と脳炎で1000人に１人が亡くなっ

ています。

　また麻疹にかかったあと、約５～

10年後に発症する「亜急性硬化性全

脳症（SSPE）」という病気も10万人

に１人の割合で発症し、急に日常の

行動ができなくなったり、寝たきり

になったり、亡くなることもありま

す。子どもだけでなく大人も発症し

重症化します。残念ながらはしかの

治療法はなく、症状に応じた治療を

するしかないため、ワクチンで感染

を防ぐことが重要です。

　かつて麻疹のワクチンがない頃は

多くの方が麻疹感染により命を落と

していました。1963年にワクチンを

公費で接種できるようになり、集団

免疫が高くなったことで流行が起こ

りにくくなりました。しかし、ここ

数年ワクチンの接種率が低下してき

たことで免疫を持たない人が増えた

ことと、麻疹が輸入感染症として国

内に持ち込まれるリスクが高くなっ

たことで感染症の大流行が危惧され

ています。

　そのため感染症に弱い人たちや何

らかの事情でワクチンが打てない人

たち（例えば１歳未満のお子さんや

妊婦さんなど）を周囲の人たちが守

るということが重要です。ワクチン

接種により子どもの命と健康に関わ

る病気を予防できるのは大きなメ

リットです。

　お子さんの予防接種を確認してみ

てください。

◆麻疹風疹混合（MR）ワクチンの定

　期接種期間

　１歳になってからと小学校入学前

　の２回

古川町保健センター

0577-73-2948


